
提

出

者

佐

藤

謙

一

郎

平
成
十
三
年
四
月
十
七
日
提
出

質

問

第

五

五

号

ご
み
処
理
広
域
化
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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ご
み
処
理
広
域
化
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書

厚
生
省
が
平
成
九
年
に
出
し
た
部
長
通
知
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
課
長
通
知
「
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
つ

い
て
」
に
依
拠
し
た
都
道
府
県
の
指
導
の
下
で
、
全
国
の
市
町
村
は
一
斉
に
こ
れ
迄
の
自
区
内
処
理
か
ら
広
域
処
理
へ
と
ご
み

行
政
の
転
換
を
進
め
、
地
域
に
よ
っ
て
は
既
に
広
域
連
合
を
設
立
す
る
な
ど
、
事
業
化
に
踏
み
出
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
住
民
は
か
ね
て
か
ら
、
廃
棄
物
処
理
法
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
一
般
廃
棄
物
の
広
域
化
処
理
を
通
達
行
政
で
強

制
的
に
押
し
つ
け
て
く
る
国
の
意
図
は
何
な
の
か
、
市
町
村
の
自
治
事
業
で
あ
る
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
関
し
て
国
が
選
択
の

余
地
の
な
い
や
り
方
で
干
渉
し
て
く
る
の
は
違
法
で
は
な
い
か
、
等
の
意
見
を
投
げ
か
け
て
き
た
が
、
説
明
も
な
い
ま
ま
、
都

道
府
県
は
各
市
町
村
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
及
び
廃
棄
物
循
環
型
社
会
基
盤
施
設
整
備
事
業
計
画
の
改
定
を
含
む
、
ご

み
処
理
広
域
化
計
画
策
定
の
政
策
誘
導
を
進
め
て
い
る
。

平
成
九
年
以
降
の
一
連
の
関
係
法
令
改
定
と
、
お
び
た
だ
し
い
関
連
通
達
を
見
る
時
、
国
の
意
図
す
る
廃
棄
物
政
策
は
本
来

な
ら
立
法
機
関
に
委
ね
る
べ
き
法
整
備
を
産
官
主
導
で
、
か
つ
周
到
に
行
政
手
法
を
駆
使
し
て
先
行
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
念
を
ぬ
ぐ
い
去
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一



一

通
知
「
ご
み
処
理
に
係
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
削
減
対
策
に
つ
い
て
」
（
平
九
・
一
・
二
八
）
に
別
添
と
し
て
付
け
ら
れ

た
「
ご
み
処
理
に
係
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン－

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
平
九
・

一
、
ご
み
処
理
に
係
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
削
減
対
策
検
討
会
）
と
い
う
文
書
は
、
「
告
示
」
な
の
か
、
告
示
で
な
い
「
基
準
」

な
の
か
、
或
い
は
単
な
る
「
参
考
資
料
」
な
の
か
、
そ
の
法
的
性
格
を
明
示
し
て
欲
し
い
。

二

右
検
討
会
の
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
は
、
削
減
対
策
、
発
生
抑
制
対
策
と
し
て
焼
却
施
設
の
整
備
等
に

つ
き
、
具
体
的
な
施
設
の
種
類
（
灰
・
飛
灰
の
溶
融
固
化
施
設
等
）
を
強
制
的
誘
導
（
設
置
す
る
こ
と
と
）
し
、
こ
れ
を
補

助
金
交
付
の
条
件
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
無
公
害
の
施
設
と
な
る
と
い
う
科
学
的
根
拠
が
全
く
な
い
。
国
庫
補

助
を
付
け
て
ま
で
特
定
の
施
設
を
政
策
誘
導
す
る
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
施
設
が
既
設
の
施
設
と
同
程
度
の
性
能
を
有
す

る
こ
と
を
証
明
す
る
実
用
試
験
の
デ
ー
タ
、
或
い
は
学
術
論
文
等
に
依
拠
し
て
い
る
筈
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
を
明
示
し
て
欲

し
い
。

三

同
様
に
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
は
殆
ど
記
述
の
な
い
、
排
煙
・
残
灰
・
飛
灰
・
排
水
そ
の
他
に
含
有
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
挙
動
に
つ
い
て
、
ま
た
高
温
溶
融
炉
が
発
生
さ
せ
る
重
金
属
ガ
ス
や
溶
融
ス
ラ
グ
中
の
有
害
物
質
に
つ
い
て
「
無
害

化
」
を
証
明
す
る
根
拠
を
示
し
て
欲
し
い
。

二



四

右
の
根
拠
デ
ー
タ
、
文
献
が
万
一
存
在
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
政
策
誘
導
し
た
処
理
施
設
か
ら
公
害
が
発
生
し
た
場
合
、

国
は
当
然
そ
の
責
任
（
不
作
為
責
任
・
未
必
の
故
意
）
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

五

一
の
部
長
通
知
は
記
「
�
�
」
で
、
都
道
府
県
に
「
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
」
を
策
定
し
、
同
計
画
に
基
づ
い
て
市
町
村

を
指
導
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
同
計
画
は
都
道
府
県
の
全
市
町
村
を
対
象
と
し
、
焼
却
施
設
、
灰
溶
融
施
設
、
処
分
場

は
お
ろ
か
、
し
尿
処
理
施
設
ま
で
含
め
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
市
町
村
な
ど
基
礎
自
治
体
は
、
国
家

行
政
組
織
か
ら
独
立
し
た
地
方
自
治
制
度
を
憲
法
（
第
八
章
）
で
保
証
さ
れ
て
お
り
、
一
般
廃
棄
物
に
係
る
事
務
は
廃
棄
物

処
理
法
に
お
い
て
も
、
地
方
自
治
法
に
お
い
て
も
全
て
基
礎
自
治
体
の
自
治
事
務
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
「
広
域
化
計
画
」

は
都
道
府
県
を
介
し
て
一
般
廃
棄
物
の
事
務
を
国
に
移
そ
う
と
い
う
政
策
干
渉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。

三


